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川

口

高

風

愛
知
学
院
大
学

一

江
戸
・
明
治
初
期
の
掛
絡
と
守
持
衣

明
治
十
九
年
五
月
十
五
日
に
曹
洞
宗
宗
務
局
よ
り
末
派
寺
院
へ
普
達
さ
れ
た

衣
体
ヲ
斉
整
ス
ル
ノ
御
諭
告

の
第
二
条
、
第
三
条
に

は
、

第
二
条

今
後
宗
内
一
般
ニ
五
条
ハ
都
テ
掛
絡
ヲ
用
イ
七
条
以
上
ハ
環
紐
ナ
キ
モ
ノ
（
謂
ユ
ル
古
規
用
）
ヲ
用
フ
ヘ
シ

但
七
条
以
上
ハ
各
自
身
体
ノ
大
小
ニ
随
肘
ノ
長
短
ヲ
定
ム
ヘ
シ
掛
絡
ハ
一
尺
（
ク
ヂ
ラ
）
ヲ
最
小
ノ
量
ト
為
ス
一
尺
ヨ
リ
小
ナ

ル
モ
ノ
ハ
受
用
ヲ
許
サ
ス

第
三
条

従
来
流
布
ノ
五
条
衣
修
持
衣
ト
称
ス
ル
ノ
類
及
七
条
以
上
環
紐
ア
ル
モ
ノ
（
謂
ユ
ル
世
間
用
）
ハ
宗
内
僧
侶
ノ
被
服
ヲ
禁

止
ス

と
あ
り
、
五
条
衣
は
ク
ヂ
ラ
尺
の
一
尺
よ
り
大
き
い
掛
絡
を
用
い
、
こ
れ
ま
で
流
布
し
て
い
た
五
条
衣
修
持
衣
の
被
着
を
禁
止
し
て
い
る
。

で
は
、

五
条
衣
修
持
衣

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
徳
巌
養
存
の
著
し
た

仏
祖
袈
裟

に
よ
れ
ば
、

一
六
一
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今
禅
徒
多
有

被

名

挂
絡

者

此
見

慈
雲

三
衣
弁
惑

或
有

著

守
持
衣

者

此
於

別
記

指
斥

往

台
密
之
徒
間
有

挂

名

輪
袈
裟

者

相
宗
之
徒

動

有

被

名

紋
白

者

此
等
名
体
色
量
共
非

非

仏
所
制

と
あ
り
、
当
時
の
禅
宗
の
多
く
の
僧
は
挂
絡
（
掛
絡
）
か
守
持
衣
を
披
着
し
て
お
り
、
天
台
宗
で
は
輪
袈
裟
、
真
言
宗
で
は
紋
白
を
搭
け

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

山
道
白
が
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
著
し
た

山
和
尚
対
客
閑
話

に
は
、

有

客
。
問
云
此
方
禅
門
常
用

挂
絡
衣

非

但
違

律
所
製

殊
通
肩
披

之
。
非

仏
所

聴

未
審
有

説
耶
。
予
云

此
衣
是

五
条
守
持
衣
之
粗
魯
約
略

者

也
。

と
あ
り
、
掛
絡
衣
は
五
条
守
持
衣
を
大
雑
把
に
略
し
た
も
の
と
い
う
。
さ
ら
に
、
面
山
瑞
方

一
六
八
三
｜
一
七
六
九

は
、
語
録
の

永

福
面
山
和
尚
広
録

巻
第
二
十
に

絲
守
持
衣
記

が
あ
り

…
…
昔

山
祖
師
製

小
衣

而
護
持
。
祇
陀
大
智
禅
師
亦
傚

焉
。
余
亦
慕

。
頃
授

之
法
属

今
所

護
持

者

絲
九
条
。
而

尼
微
笑
之
所

製
也
。
此
尼
者
。
尾
州
之
士
高
木
貞
則
之
女
。
而
嫁

於
州
之
遠
山
景
供

而
産

両
男

兄
者
遠
山
景
慶
。
弟
者
高

木
篤
貞
也
。
後
発
心
入

道
。
建

霊
鷲
院
於
州
之
愛
知
郡
赤
池
村

而
居
焉
。
時
迄

絲
於
国
侯

而
手
織
為

小
衣

不

知

幾

多

其
製
巧
妙
。
余
得

一
衣

方
一
尺
有
余
。
衣
背
記

和
歌
一
首

名

余
常
掛

之
。
浄
而
軽

。
…
…

と
微
笑
尼
が

絲
で
作
っ
た
一
尺
余
り
の
小
衣
を
得
た
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
小
衣
と
は
五
条
衣
守
持
衣
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
期
、
明
治
初
期
に
は
掛
絡
や
守
持
衣
、
五
条
衣
修
持
衣
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
な
お
、
守
持
衣

と
は
修
持
衣
と
音
通
で
同
じ
も
の
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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二

安
陀
会
の
守
持
衣

守
持
衣
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
イ
ン
ド
、
中
国
で
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。

根
本
説
一
切
有
部
百
一

磨

巻
十
に
は
、

仏
言
。
安
咀
婆
娑
復
有
二
種
。
何
謂
為
二
。
一
者
竪
二
肘
横
五
肘
。
二
者
竪
二
横
四
。
此
謂
守
持
衣
。
最
後
之
量
。
此
最
下
衣
量
限

蓋
三
輪
上
但
蓋
臍
。

下
掩
双
膝
。

と
あ
り
、
竪
二
肘
横
四
肘
の
最
小
の
安
陀
会
を
守
持
衣
と
い
い
、
臍
か
ら
両
膝
の
三
輪
を
蓋
う
大
き
さ
と
い
う
。
こ
の
出
典
を
引
用
し
て

絡
子
を
説
明
し
た
道
誠
の

釈
氏
要
覧

に
よ
れ
ば
、

絡
子
或
呼

掛
子

蓋
此
先
輩
僧
創

之

後
僧
効

之

又
亡
衣
名
。
見

掛
絡
在

身
故

因

之
称
也
。
今
南
方
禅
僧
。
一
切
作
務

皆
服

以

相
不

如

法

諸
律
無

名
。
幾
為

講
流
非

之

予
因
読

根
本
百
一

磨
第
十
巻

云
。
五
条
有

三
品

上
者
竪

三
肘
広
五
肘
。
下
者
減
半
。
二
内
名

中

又
仏
言
。
安
陀
会
有

二
種

一

者
堅
三
肘
。
広
五
肘
。
二

者
堅
二
肘
。
横
四
肘
。
此

謂

守
持
衣

最
後
之
量
限
。
蓋

三
輪
上
蓋

臍
下

掩

膝
因

詳

頗
是
今
絡
子
之
量
也
。
若
作

之
但
五
幅
。
一
長
一
短
或

或
貼
。
呼

安

陀
会

即
免

謗
一
切
処
着

合

律
無

過
。
実
勝

空
身

。
今
詳
律
言

肘
但
用

自
肘

蓋
度

身
而
衣
也
。
若
用

尺
八
寸
之
肘

者
下
文
即
無

臂
短
不
及
之
言

也

と
い
い
、
竪
二
肘
横
四
肘
の
守
持
衣
は
北
宋
代
の
絡
子
の
大
き
さ
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
絡
子
は
掛
子
と
称
さ
れ
、
身
体
に
掛
け
絡
う

と
こ
ろ
か
ら
呼
ば
れ
る
と
い
う
。
当
時
の
南
方
の
禅
僧
は
作
務
の
時
に
搭
け
て
い
る
が
、
そ
の
姿
は
法
に
合
わ
ず
、
諸
律
に
も
名
称
が
な

い
た
め
、
禅
宗
以
外
の
人
か
ら
非
難
さ
れ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。

同
じ
く
北
宋
代
に
著
し
た
睦
庵
善
卿
の

祖
庭
事
苑

巻
八
に
は
、
道
成
の

釈
氏
要
覧

を
引
用
し
た
後
に

予
毎
観

此
説

益
見

法
師
之
公
議

而
嗟
乎
叢
林
禅
人
凡
所

制
作

未

嘗
取

此
為

則
而
又
不

更

挂
絡
之
名

復
何
意
邪
。
世
典
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尚
云
必
也
正

名
況
釈
氏
乎
。

と
、
本
来
、
一
長
一
短
の
安
陀
会
を
叢
林
の
禅
者
が
作
っ
た
挂
絡
と
呼
び
、
掛
絡
の
名
を
改
め
て
安
陀
会
と
呼
ば
な
い
の
は
ど
う
し
て
か

と
も
い
う
。

釈
氏
要
覧

祖
庭
事
苑

か
ら
み
る
と
、
イ
ン
ド
の
竪
二
肘
横
四
肘
の
最
小
の
安
陀
会
の
守
持
衣
は
、
中
国
宋
代
の
絡
子

（
掛
子
）
と
同
じ
大
き
さ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
段
々
と
小
型
に
な
り
、
守
持
衣
と
は
違
っ
た
小
さ
な
掛
絡
、
掛
子
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。

山
は
、
禅
門
の
掛
絡
衣
は
五
条
守
持
衣
を
粗
魯
約
略
し
た
も
の
と
い
う
が
、
江
戸
期
は
小
さ
な
掛
絡
（
絡
子
）
と
か
別
の
五
条
守
持

衣
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と

え
ら
れ
る
。
永
平
寺
に
所
蔵
す
る

正
法
眼
袈
裟
功
徳
巻

伝
衣
巻
要
文
抜
書

に
は
、
絡
子
に
つ
い
て

惣
持
寺
役
局
申
立
ル
處
ノ
掛
落
又
ハ
絡
子
ト
云
。
右
絡
子
ハ
仏
経
ノ
中
ニ
ハ
其
ノ
名
モ
ナ
シ
。
今
洞
家
永
平
モ
家
訓
セ
ズ
。
其
ノ
名

ハ
支
那
ニ
テ
初
ル
ナ
リ
。
故
ニ
…
（
中
略
）
…
コ
ノ
要
覧
事
苑
ノ
文
ヲ
以
テ

見
ス
レ
バ
唐
土
ノ
掛
子
ハ
今
時
用
ユ
ル
處
ノ
守
持
衣

ニ
テ
極
最
下
量
ノ
五
条
衣
ナ
リ
。
必
定
シ
テ
今
時
ノ
掛
子
ニ
ハ
非
ズ
。

と
い
っ
て
お
り
、
ま
た
、
祖
光
来
禅
が
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
著
し
た

福
田
滞
邃

に
も
安
陀
会
に
つ
い
て

釈
氏
要
覧

祖

庭
事
苑

を
引
用
し
た
後
に

今
、
如
上
の
文
を
以
て
、
之
を

う
る
に
、
要
覧
、
事
苑
の
論
ず
る
所
は
、
今
時
用
い
る
所
の
守
持
衣
に
し
て
、
一
長
一
短
に
作
る

者
な
り
。
必
定
し
て
通
肩
の
掛
絡
に
は
非
ず
。

と
い
い
、
宋
代
の
掛
子
は
江
戸
期
の
守
持
衣
の
こ
と
で
、
最
小
の
五
条
衣
と
い
う
。
江
戸
期
に
通
肩
に
搭
け
て
い
る
掛
絡
（
掛
子
）
は
小

さ
く
な
っ
て
い
た
た
め
別
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
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三

鎌
倉
・
室
町
期
の
大
掛
絡

南
宋
、
元
の
時
代
の
掛
絡
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
鎌
倉
、
室
町
期
の
渡
来
僧
が
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
確
認
で
き
る
最
も
古
い
も
の
は
、
鎌
倉
・
円
覚
寺
開
山
の
無
学
祖
元
（
一
二
二
六
｜
八
六
）
が
用
い
て
い
た
大
掛
絡
で
あ
る
。

こ
れ
は
円
覚
寺
の

開
山
簞
笥
内
什
器

の
法
衣
類
の
一
つ
で
、
無
学
が
中
国
か
ら
持
参
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

鎌
倉
円
覚
寺
の
名
宝

展
で
紹
介
さ
れ
た
が
、
黄
地
牡
丹
折
枝
文
紋
羅
で
織
ら
れ
て
い
る
。
内
側
の
棹
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
萌
黄
地
紬
の
頭
陀
袋
の
掛
紐
が
同

じ
材
料
で
あ
り
、
し
か
も
細
い
紐
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
れ
が
内
側
の
棹
と
み
ら

１
れ
る
。

田
相
の
縦
は
五
十
・
五
セ
ン
チ
、
横
は
一
〇
八
セ
ン
チ
で
、
左
右
の
横
に
タ
ッ
ク
（
ひ
だ
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
横
が
一
〇
八

セ
ン
チ
の
五
条
衣
の
左
右
を
折
り
曲
げ
て
六
十
セ
ン
チ
程
に
縮
小
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
表
面
は
三
条
し
か
見
え
ず
、
折
り
曲

げ
た
タ
ッ
ク
の
部
分
に
各
々
の
一
条
が
あ
る
。
そ
の
上
部
の
左
右
に
首
か
ら
搭
け
る
紐
す
な
わ
ち
棹
が
つ
い
て
お
り
、
幅
は
十
・
五
セ
ン

チ
、
長
さ
は
一
三
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。
外
側
の
棹
の
上
部
に
マ
ネ
キ
が
つ
い
て
い
る
。

次
に
、
長
福
寺
（
京
都
市
右
京
区
梅
津
中
村
町
）
に
所
蔵
す
る
古
林
清
茂
（
一
二
六
二
｜
一
三
二
九
）
の
大
掛
絡
を
み
て
み
よ
う
。
古
林

は
臨
済
宗
楊
岐
派
の
禅
僧
で
、
景
定
三
年
（
一
二
六
二
）
八
月
一
日
に
温
州
（
浙
江
省
）
楽
清
県
に
生
ま
れ
た
。
俗
姓
林
氏
。
十
三
歳
の

時
、
天
台
山
国
清
寺
の
孤
巌
啓
に
投
じ
て
出
家
し
た
後
、
諸
方
に
参
じ
て
い
る
。
初
め
雪

山
の
簡
翁
居
敬
に
参
じ
、
さ
ら
に
石
材
行
鞏
、

覚
庵
夢
真
に
参
じ
た
。
後
に
承
天
能
仁
寺
の
横
川
如

に
も
参
じ
法
を
嗣
い
だ
。
大
徳
二
年
（
一
二
九
八
）
二
月
三
日
、
請
に
よ
っ
て
平

江
府
（
江
蘇
省
）
の
天
平
山
白
雲
禅
寺
に
開
堂
し
、
続
い
て
平
江
府
の
開
元
寺
に
住
し
た
。
皇
慶
元
年
（
一
三
一
二
）
六
月
、
開
元
寺
に

再
住
し
、
扶
宗
普
覚
仏
性
禅
師
を
勅
賜
さ
れ
、
翌
年
に
は
平
江
路
の
天
平
山
松
下
寺
に
退
隠
し
た
。
延
祐
二
年
（
一
三
一
五
）
十
二
月
、

一
六
五
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饒
州
（
江
西
省
）
の
永
福
寺
に
住
し
、
さ
ら
に
建
康
府
（
江
蘇
省
）
の
保
寧
禅
寺
に
住
し
た
。
こ
の
間
に

宗
門
統
要
続
集

二
十
二
巻

を
編
纂
し
天
暦
二
年
（
一
三
二
九
）
十
一
月
二
十
二
日
に
六
十
八
歳
で
示
寂
し
て

２
い
る
。

こ
の
古
林
清
茂
に
参
じ
た
の
が
長
福
寺
開
山
の
月
林
道

（
一
二
九
三
｜
一
三
五
一
）
で
あ
る
。
月
林
は
山
城
（
京
都
）
の
人
で
、
中
納

言
久
我
具
房
の
子
と
い
わ
れ
る
。
幼
時
に
母
に
随
っ
て
越
前
の
平
泉
寺
に
入
り
、
侍
童
と
な
っ
て
十
六
歳
で
剃
髪
し
た
。
天
台
教
学
を
修

め
た
後
、
鎌
倉
・
建
長
寺
の
高
峰
顕
日
や
山
城
・
大
徳
寺
の
宗
峰
如
超
ら
に
参
じ
た
。
そ
の
間
に
花
園
上
皇
の
帰
依
を
受
け
、
元
亨
二
年

（
一
三
二
二
）
春
、
元
に
渡
っ
て
古
林
清
茂
に
参
じ
た
後
、
法
を
嗣
い
で
い
る
。
元
徳
元
年
（
一
三
二
九
）、
元
の
文
宗
か
ら
仏
慧
知
鑑
大

師
号
を
贈
ら
れ
帰
国
し
た
。
洛
西
の
梅
津
清
景
の
帰
依
を
受
け
、
天
台
寺
院
を
改
め
て
長
福
禅
寺
と
な
し
開
山
と
な
っ
た
。
観
応
二
年

（
一
三
五
一
）
二
月
二
十
五
日
に
世
寿
五
十
九
歳
で
示
寂
し
て

３
い
る
。

古
林
の
大
掛
絡
は
、
師
事
し
た
月
林
が
元
か
ら
将
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
他
に
道
具
衣
や

も
あ
っ
た
。
享
保
十
四
年
（
一

七
二
九
）
五
月
に
記
録
さ
れ
た

長
福
常
什
重
書
目
録

の
中
、

開
山
国
師
随
身
之
具

乾
箱
、
坤
箱
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
法
衣
に
は

楊
岐
方
会
、
横
川
如

の
袈
裟
も

４
あ
る
。

法
衣
史

（
昭
和
四
十
九
年
六
月

雄
山
閣
）
を
著
し
た
井
筒
雅
風
氏
が
昭
和
四
十
一
年
四
月
に

調
査
し
て
口
絵
で
紹
介
し
た
も
の
に
は
立
播
衣
、
棉
衣
、
道
具
衣
、
布

、
布
裾
、
袴
、
掛
絡
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
元
、
明
代
の
法

衣
の
形
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
法
衣
は
散
佚
し
て
し
ま
い
、
現
在
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
井

筒
氏
の
調
査
報
告
に
よ
っ
て
大
掛
絡
の
大
き
さ
を
み
る
と
、
田
相
の
縦
は
四
十
一
・
五
セ
ン
チ
、
横
は
一
〇
六
セ
ン
チ
、
無
学
祖
元
の
大

掛
絡
と
同
じ
よ
う
に
左
右
に
タ
ッ
ク
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
上
部
は
狭
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
寸
法
は
不
詳
で
あ
る
。
紐
の
幅

は
三
セ
ン
チ
（
一
寸
）、
長
さ
は
一
五
六
セ
ン
チ
（
曲
尺
五
尺
一
寸
五
分
）
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
内
側
の
棹
の
幅
と
長
さ
で
あ
ろ
う
。
な
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お
、
外
側
の
棹
に
は
マ
ネ
キ
が
つ
い
て
い
る
。

将
来
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
一
休
宗
純
（
一
三
九
四
｜
一
四
八
一
）
の
大
掛
絡
が
あ
る
。
一
休
は
周
知
の
よ
う
に

ト
ン
チ
の
一
休

で
知
ら
れ
た
多
く
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
つ
室
町
期
の
禅
僧
で
あ
る
。
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
に
京
都
で
生
ま
れ
、
父
は
後
小
松
帝
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
六
歳
で
京
都
・
安
国
寺
の
象
外
禅
鑑
に
つ
い
て
出
家
し
て
お
り
、
十
七
歳
で
謙
翁
宗
為
に
参
学
し
た
。
し
か
し
、
亡
く

な
っ
た
た
め
近
江
堅
田
の
禅
興
庵
（
現
在
、
祥
瑞
寺
）
に
い
た
華
叟
宗
曇
に
参
じ
印
可
を
受
け
て
い
る
。
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
は
、

山
城
薪
村
に
あ
っ
た
大
応
国
師
の
開
い
た
妙
勝
寺
を
復
興
し
て
お
り
、
師
恩
に
報
い
る
意
味
か
ら
酬
恩
庵
と
命
名
し
た
。

こ
こ
で
一
休
は
後
半
生
を
お
く
り
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
八
十
一
歳
で
大
徳
寺
四
十
七
世
に
な
っ
た
時
、
酬
恩
庵
か
ら
通
っ
て
応

仁
、
文
明
の
乱
で
荒
廃
し
た
大
徳
寺
の
伽
藍
を
整
備
し
た
。
同
十
三
年
（
一
四
八
一
）
に
は
弟
子
の
墨
済
に
命
じ
て
自
ら
の
木
像
を
彫
刻

し
安
置
し
た
が
、
十
一
月
に
は
発
病
し
て
同
月
二
十
一
日
に
八
十
八
歳
で
示
寂
し
た
。

酬
恩
庵
に
所
蔵
す
る
大
掛
絡
は
、
一
休
が
日
常
使
用
し
て
い
た
長
櫃
に
他
の
袈
裟
や
法
衣
、
足
袋
な
ど
と
と
も
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も

の
で
、
白
地
と
緑
地
の
絹
糸
を
使
い
、
雲
を
描
い
た
緞
子
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
田
相
の
縦
は
四
〇
セ
ン
チ
、
横
は
上
部
が
五
十
九
セ
ン

チ
、
下
部
は
七
十
九
セ
ン
チ
で
、
表
の
左
右
の
横
に
は
タ
ッ
ク
が
施
さ
れ
て
い
る
。
外
側
の
棹
の
幅
は
五
・
二
セ
ン
チ
、
長
さ
は
一
三
九

セ
ン
チ
で
、
真
ん
中
に
マ
ネ
キ
が
つ
い
て
い
る
。
内
側
の
棹
は
幅
が
二
・
五
セ
ン
チ
、
長
さ
は
一
三
七
セ
ン
チ
で
象
牙
の
環
が
つ
い
て
い

る
。一

休
が
大
掛
絡
を
搭
け
て
い
た
こ
と
は
、

一
休
ば
な
し

や

一
休
関
東
咄

に
あ
る
挿
画
に
よ
っ
て
も
想
像
で
き
る
。
た
だ
し
、

両
書
と
も
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
｜
七
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
休
在
世
時
と
二
〇
〇
年
の
隔
た
り
が
あ
り
、
挿
画
が

室
町
期
の
一
休
の
大
掛
絡
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、

一
休
関
東
咄

の
挿
画
は
大
掛
絡
を
搭
け
た
姿
が
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
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ら
描
か
れ
て
お
り
、
搭
け
方
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
。

大
掛
絡
の
搭
け
方
を

え
て
み
よ
う
。
鎌
倉
後
期
の
一
三
〇
〇
年
前
後
に
描
か
れ
た
建
長
寺
開
山
の
蘭
渓
道
隆
（
一
二
一
三
｜
七
八
）

の
経
行
像
は
、
左
肩
の
外
側
の
棹
の
上
に
幅
の
狭
い
内
側
の
環
の
あ
る
棹
が
搭
け
ら
れ
て
お
り
、
田
相
が
横
に
な
っ
て
い
る
。
左
肩
か
ら

肘
に
か
け
て
は
袈
裟
が
搭
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
横
に
搭
け
た
大
掛
絡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
天
台
宗
の
小
五
条
や
三
緒
袈
裟
と
同

じ
搭
け
方
で
あ
る
。

一
休
の
大
掛
絡
を
こ
の
方
法
で
搭
け
て
み
る
と
、
外
側
の
棹
が
少
し
余
り
、
ダ
ブ
つ
く
感
じ
で
マ
ネ
キ
も
た
だ
挟
ん
で
い
る
と
い
う
状

態
で
あ
る
。

次
に
前
か
ら
搭
け
て
み
る
と
、
内
側
の
棹
で
田
相
部
分
を
つ
る
し
て
お
り
、
外
側
の
棹
は
飾
り
の
よ
う
で
あ
る
。
マ
ネ
キ
と
棹
は
、
現

在
の
禅
宗
の
絡
子
で
は
Ｔ
字
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
逆
の
Ｔ
字
形
に
な
っ
て
お
り
、
内
側
の
棹
が
上
部
の
折
り
曲
げ
た
部
分
に
入
っ

て
田
相
部
分
を
つ
る
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
座
っ
た
時
は
、
外
側
の
棹
が
両
肩
の
外
へ
出
て
し
ま
う
。
室
町
期
の
将
軍
や
戦
国
期
の
武
将

が
入
道
し
た
肖
像
画
を
み
る
と
、
大
掛
絡
を
前
に
搭
け
た
姿
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
さ
し
く
一
休
の
大
掛
絡
と
同
じ
も
の
と
み
て
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

室
町
前
期
に
五
山
文
学
の
興
隆
に
貢
献
し
た
以
亨
得
謙
（
？
｜
一
四
〇
二
）
の
経
行
像
も
前
か
ら
大
掛
絡
を
搭
け
て
い
る
。
以
亨
は
中

国
に
わ
た
っ
て
見
心
来
復
（
一
三
一
九
｜
九
一
）
の
下
で
臨
済
禅
を
修
行
し
、
帰
国
後
、
建
長
寺
や
円
覚
寺
な
ど
に
住
し
て
詩
会
を
開
き
、

中
国
禅
林
文
化
の
移
入
に
努
め
た
。
後
に
九
州
へ
下
り
、
肥
後
に
国
泰
寺
、
佐
賀
に
萬
歳
寺
を
創
建
し
て
い
る
。

こ
の
経
行
像
は
、
以
亨
が
右
手
に

杖
を
と
り
、
右
足
の
か
か
と
を
あ
げ
て
松
樹
の
間
を
歩
く
姿
で
あ
る
。
賛
は
建
文
四
年
（
一
四
〇

二
）
春
に
明
の
高
僧
定
厳
浄
戒
が
記
し
て
お
り
、
そ
の
年
の
七
月
二
十
四
日
に
以
亨
は
示
寂
し
た
。
帰
国
し
た
至
正
十
五
年
（
一
三
六
五
）
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か
ら
賛
の
あ
る
建
文
四
年
春
ま
で
の
間
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
一
休
よ
り
八
十
年
前
の
大
掛
絡
を
搭
け
た
姿
で
あ
る
。

以
亨
の
大
掛
絡
は
内
側
の
棹
の
幅
が
か
な
り
狭
く
な
っ
て
い
る
。
一
休
の
棹
の
幅
も
同
じ
よ
う
に
細
い
。
無
学
の
棹
も
頭
陀
袋
の
掛
紐

が
内
側
の
棹
で
あ
っ
た
な
ら
ば
細
い
も
の
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
つ
る
し
て
お
り
、
外
側
の
棹
は
肩
よ
り
少
し
下
が
っ
た
飾
り
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

四

肖
像
画
の
掛
絡
の
特
徴

鎌
倉
期
の
肖
像
画
と
し
て
頂
相
が
あ
る
。
頂
相
は
禅
僧
の
肖
像
で
頂
（
頭
部
）
の
相
貌
の
意
味
で
あ
る
。
伝
法
の
証
明
と
し
て
死
の
頂

相
が
弟
子
に
付
与
さ
れ
、
命
日
な
ど
に
掛
け
て
供
養
さ
れ
た
。

頂
相
の
影
響
は
禅
に
帰
依
し
た
俗
人
の
肖
像
画
に
も
与
え
て
お
り
、
南
北
朝
期
頃
か
ら
室
町
期
に
は
天
皇
、
公
家
、
将
軍
、
武
将
、
夫

人
像
な
ど
も
登
場
し
た
。
桃
山
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
は
天
下
統
一
へ
向
か
う
戦
国
武
将
と
そ
の
家
族
の
婦
人
や
子
ど
も
の
肖
像
画

な
ど
も
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
は
文
人
や
芸
術
家
な
ど
の
肖
像
画
も
盛
ん
に
作
ら
れ
た
。

肖
像
画
に
は
僧
形
に
な
っ
て
い
る
公
家
や
武
将
、
夫
人
の
姿
が
み
え
る
。
そ
れ
ら
は
分
類
の
方
法
と
し
て
法
体
像
と
称
さ
れ
て
お
り
、

今
日
伝
わ
る
も
の
で
は
十
二
世
紀
末
の
後
白
河
法
皇
像
（
京
都
・
妙
法
院
蔵
）
が
最
も
早
く
、
武
将
像
と
し
て
は
北
条
実
時
（
鎌
倉
・
称
名

寺
蔵
）
を
先
駆
と
し
て
い
る
。
実
際
に
剃
髪
し
入
道
し
た
た
め
法
衣
姿
に
袈
裟
を
搭
け
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
国
期
以
降
の
肖
像
画
に
は

入
道
し
た
も
の
の
剃
髪
し
て
い
な
い
人
、
偏

右
肩
の
袈
裟
を
搭
け
ず
に
掛
絡
を
搭
け
た
人
な
ど
の
肖
像
も
出
て
き
た
。
僧
形
で
は
あ
る

も
の
の
、
生
活
は
武
将
で
あ
っ
た
た
め
贖
罪
の
意
味
が
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
そ
う
で
は
な
い
。
武
将
は
禅
に
よ
る
悟
り
を

目
的
と
し
た
の
で
な
く
、
禅
僧
と
の
問
答
に
よ
っ
て
自
己
の
精
神
や
人
間
性
を
鍛
え
て
い
っ
た
も
の
と

え
ら

５
れ
る
。
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こ
れ
ら
の
肖
像
を
比
較
す
る
と
、
外
観
は
酷
以
し
て
い
る
が
、
持
ち
物
の
違
い
が
あ
る
。
僧
侶
は
竹

、
警
策
、
払
子
が
一
般
的
で
、

数
珠
を
持
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
武
将
ら
は
扇
子
や
腰
刀
、
あ
る
い
は
脇
に
添
え
ら
れ
た
太
刀
や
弓
が
描
か
れ
て
お
り
、

武
家
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

肖
像
画
は
当
時
の
掛
絡
の
大
き
さ
や
形
態
、
搭
け
方
を
知
る
貴
重
な
資
料
に
な
る
。
図
録
な
ど
か
ら
肖
像
画
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
分

類
す
る
と
、
掛
絡
の
田
相
部
分
の
大
き
さ
や
棹
の
太
さ
、
長
さ
、
環
の
有
無
な
ど
の
形
態
と
搭
け
方
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
分

類
し
て
み
る
と
、

一
、
田
相
は
大
き
く
棹
の
幅
が
太
い
。

二
、
田
相
は
大
き
く
棹
の
幅
が
細
い
。

三
、
田
相
は
大
き
く
内
側
の
棹
が
外
側
よ
り
細
い
。

四
、
田
相
は
小
さ
く
棹
の
幅
が
太
い
。

五
、
田
相
は
小
さ
く
棹
の
幅
が
細
い
。

六
、
田
相
は
小
さ
く
環
の
つ
い
た
外
側
の
棹
の
み
。

と
六
種
に
分
け
ら

６
れ
る
。五

山
と
明
峰
の
掛
絡
と
守
持
衣

山
紹

（
一
二
六
八
｜
一
三
二
五
）
の
掛
絡
は
石
川
県
羽
咋
市
の
永
光
寺
に
所
蔵
す
る
。
縦
三
十
六
・
五
セ
ン
チ
、
横
六
十
五
セ
ン

チ
で
九
条
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
掛
絡
が

山
の
も
の
と
み
な
さ
れ
た
の
は
、
掛
絡
の
表
の
左
側
上
方
に
三
長
一
短
の
九
条
の
小
衣
が
縫

一
七
〇

五
条
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の
変
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と
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持
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（
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い
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
裏
布
に
同
寺
四
七
六
世
で
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
久
外
呑
良
（
？
｜
一
六
五
一
）
が

御
開
山

御
袈
裟

と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
掛
絡
も

山
所
用
の
も
の
と
み
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

弟
子
の
明
峰
素
哲
（
一
二
七
七
｜
一
三
五
〇
）
の
掛
絡
が
富
山
県
氷
見
市
の
光
禅
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
縦
四
十
二
セ
ン
チ
、
横
六

十
五
セ
ン
チ
で
、

山
の
掛
絡
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
が
、
七
条
に
な
っ
て
い
る
。
明
峰
に
は
縦
三
十
五
セ
ン
チ
、
横
九
十
八

セ
ン
チ
の
九
条
の
守
持
衣
も
あ
る
。
守
持
衣
と
称
す
る
の
は
、
同
寺
二
十
一
世
一
如
孝
順
が
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
七
月
七
日
に
記
し

た
裏
書
に

こ
の
守
持
衣
は
か
つ
て
前
田
利
家
の
嫡
男
利
長
の
妻
永
（
織
田
信
長
の
四
女
）
が
明
峰
へ
寄
付
し
た
九
条
衣
で
、
年
代
を
経

て
破
れ
た
た
め
糸
で
補
綴
し
た

と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

掛
絡
、
守
持
衣
は
本
来
、
五
条
で
あ
っ
た
が
、

山
、
明
峰
の
所
用
し
た
も
の
か
ら
み
る
と
七
条
も
あ
れ
ば
九
条
も
あ
る
。
そ
れ
に
つ

い
て
黙
室
良
要
は

法
服
格
正

条
葉
次
第
分
第
五
に

今
案
ス
ル
ニ
、
イ
ツ
レ
モ
道
誠
ノ
イ
ハ
ユ
ル
守
持
衣
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
。
要
覧
ノ

文
意
ニ
依
ニ
、
其
頃
ノ
絡
子
ノ
状
相
、
横

ノ
肘
量
ハ
粗
最
下
ノ
量
ニ
応
ス
レ
ト
モ
破
片
ヲ
以
テ
綴
ル
ト
云
ヲ
以
テ
見
ハ
、
キ
リ
雑
ノ
七

条
或
ハ
九
条
等
ニ
製
セ
シ
コ
ト
分
明
ナ
リ

と
い
い
、
種
々

察
し
て
み
る
と
、
道
誠
の

釈
氏
要
覧

に
い
う
守
持
衣
は
、
そ
の
頃
の

絡
子
で
着
用
可
能
な
袈
裟
の
寸
法
の
最
小
限
の
も
の
を
い
っ
た
。
本
来
は
五
条
だ
け
に
許
さ
れ
て
い
た
最
小
限
の
も
の
が
、
後
世
に
な
る

と
七
条
や
九
条
も
作
ら
れ
て
お
り
、
キ
リ
雑
（
い
ろ
い
ろ
な
布
を
綴
り
合
わ
せ
た
も
の
）
の
七
条
や
ら
九
条
ま
で
も
作
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
っ
て
い
る
。
黙
室
の
い
う
そ
の
例
が

山
や
明
峰
の
掛
絡
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
も
当
時
は
守
持
衣
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。大

き
さ
は
天
台
宗
の
小
五
条
（
縦
四
十
三
セ
ン
チ
、
横
七
十
五
・
五
セ
ン
チ
）
三
緒
袈
裟
（
縦
四
十
五
・
五
セ
ン
チ
、
横
八
十
二
・
五
セ
ン

チ
）
と
大
体
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
掛
絡
の
よ
う
に
首
か
ら
通
肩
に
搭
け
る
の
で
は
な
く
、
小
五
条
や
三
緒
袈
裟
の
よ
う
に
左
肩
に
棹
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を
か
け
て
三
輪
（
臍
か
ら
両
膝
）
を
お
お
う
搭
け
方
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
証
明
す
る
肖
像
画
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
加
賀
藩
祖
前
田
利
家
の
父
で
あ
る
前
田
利
春
（
？
｜
一
五
六
〇
）
像
で
、
石
川
県
七
尾

市
の
長
齢
寺
に
所
蔵
す
る
。

長
齢
寺
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
前
田
利
家
が
能
登
に
入
っ
た
際
、
越
前
国
高
瀬
の
宝
円
寺
の
大
透
圭
徐
を
招
き
七
尾
に
宝
円
寺
を

建
て
た
。
同
十
一
年
に
利
家
が
金
沢
へ
移
っ
た
際
に
も
大
透
を
招
聘
し
て
宝
円
寺
を
建
て
た
が
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
大
透
は
七

尾
に
戻
り
、
寺
号
を
利
家
の
母
の
法
号
に
ち
な
ん
で
長
齢
寺
と
改
め
た
。
像
主
の
利
春
は
通
称
を
縫
殿
助
と
い
い
、
尾
張
国
荒
子
に
二
千

貫
の
地
を
領
し
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
七
月
十
三
日
に
没
し
た
。

画
像
は
剃
髪
し
た
利
春
が
顔
を
傾
け
、
右
斜
め
上
方
に
あ
る
雲
を
見
上
げ
、
薄
茶
色
の
小
袖
に
黒
紗
の
法
衣
を
着
て
守
持
衣
を
搭
け
た

法
体
像
で
あ
る
。
た
だ
し
、
五
条
の
守
持
衣
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
搭
け
方
こ
そ
永
光
寺
に
所
蔵
す
る

山
紹

の
掛
絡
や
光
禅
寺
に

所
蔵
す
る
明
峰
素
哲
の
掛
絡
及
び
守
持
衣
を
搭
け
た
姿
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
搭
け
方
は
平
敦
盛
を
討
と
っ
て
功
を
立
て
た
が
、
後
に
法
然
の
門
に
入
っ
た
熊
谷
蓮
生
房
（
一
一
四
一
｜
一
二
〇
八
）
の

画
像
（
京
都
・
金
戒
光
明
寺
蔵
）
や
和
歌
、
連
歌
、
書
な
ど
に
長
じ
た
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
｜
一
五
三
七
）
の
画
像
（
京
都
・
二
尊
院

蔵
）
に
も
み
え
、
こ
れ
ら
は
五
条
の
守
持
衣
と
思
わ
れ
る
。

肖
像
画
の
掛
絡
は
大
掛
絡
か
ら
小
さ
な
絡
子
と
も
い
え
る
も
の
も
み
え
る
が
、
す
べ
て
首
か
ら
前
に
搭
け
て
い
る
。
し
か
も
必
ず
環
が

つ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
守
持
衣
は
、
左
肩
か
ら
右
脇
下
へ
長
く
つ
り
下
げ
て
三
輪
を
お
お
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
肖
像
画
が
教
え

て
く
れ
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
五
条
の
安
陀
会
は
中
国
に
な
る
と
縮
小
さ
れ
て
掛
絡
と
な
っ
た
り
守
持
衣
と
な
っ
た
。
こ
の
変
化
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は
戒
律
が
中
国
化
さ
れ
た
屈
折
と
も
い
え
、
さ
ら
に
日
本
で
は
一
層
の
小
型
化
が
進
み
、
再
び
戒
律
の
屈
折
が
な
っ
た
も
の
と

え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

註１

鎌
倉
円
覚
寺
の
名
宝

展
は
平
成
十
八
年
十
月
二
十
八
日
よ
り
十
二
月
三
日
ま
で
五
島
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
図
録
五
十
四
頁

に
大
掛
絡
、
六
十
頁
に
内
側
の
棹
と
み
ら
れ
る
頭
陀
袋
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

２

古
林
清
茂
の
略
伝
は

禅
学
大
辞
典

（
昭
和
五
十
三
年
六
月

大
修
館
書
店
）
六
四
九
頁
に
よ
る
。

３

月
林
道

の
略
伝
は

禅
学
大
辞
典

九
一
八
頁
に
よ
る
。

４

長
福
寺
の
収
蔵
目
録
は
井
筒
雅
風

法
衣
史

二
〇
四
頁
以
下
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

５

小
和
田
哲
男

戦
国
武
将
を
育
て
た
禅
僧
た
ち

（
平
成
十
九
年
十
二
月

新
潮
社
）
十
一
頁
に
よ
る
。

６

拙
稿

中
世
・
近
世
の
掛
絡
を
搭
け
た
肖
像
画
の
研
究

（
平
成
二
十
一
年
二
月

愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要

第
五
十
六
巻
第
三

号
）
で
分
類
し
た
肖
像
画
を
あ
げ
紹
介
し
て
お
い
た
。

一
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三

五
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の
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（
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高
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